
まちなかの居心地の良さを測る指標（改訂版ver.1.0）の概要
◯本指標*は、居心地の良い空間が形成されているかどうかを、より人間らしい視点から把握するための指標です。
◯これまで多くのまちなかの調査では、ハードの整備状況や滞在者・通行者数により、まちなかの状態を把握していましたが、本指標は、これらに加え、滞在者・

通行者がどのように場を利用しているか【活動】、どのように感じるか【主観】に着目し、それらを「居心地の良さの４要素」に分類して計測します。
◯本指標をKPIとして高頻度でPDCAを回すことで、本質的に居心地が良く、使われるまちなかになることが期待されます。また、本指標により、まちづくりの取組

から得られた効果をこれまでよりもわかりやすく多角的に可視化することで、活動意義や必要性について共感の輪を広げることができます。
本指標を用いて「まちなかの居心地の良さ」を様々な観点から計測し、皆さんの空間を見直してみませんか？
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本指標は、居心地の良さを安心感・寛容性・安らぎ感・期待感の４つにグルーピングし、構成します。居心地の良さの４要素には各８項目の指標を設定し、項目ごとに【活動】と【主観】を計
測します。

活用主体・対象地
*1 令和元年度に公表した、まちなかの居心地の良さを測る指標（案）をベースに、実際に活用した方々の声を参考にして作成
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に感じるか

どのような人々がどこで、
どのような活動をしているか

活動・主観を支える
空間として、どのような
状態となっているか

●㎡、●人

都市空間の状態を、面積・人数などの「量」だけで捉えるのではなく、【活動】や【主観】などの「質」を可視化し、その場の強みや弱みを分析・考
察して改善を重ねることで、単なる空間（スペース）から居心地の良いまちなか（プレイス）へ場を育てます。
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地方公共団体や民間まちづくり団体等のまちづくりの実
践者が、まちづくりに取り組む場所で活用することを想定し
ています。

目的・基本的な考え方

ストリートや公園など
まちづくりに取り組む場所

調査範囲

調査範囲は、負担のな
い範囲で調査者が設定
します。

ベンチとしてメリーゴーランドが設置され
ており、子どもたちが楽しんでいる

安心感#2：子どもを遊ばせている
寛容性#2：子どもが声を出して遊んでいる
期待感#4：何かに人が群がっている

安心感#2：安心して子どもを遊ばせられる場所だと感じる
寛容性#2：子どもが声を出して遊べる場所だと感じる
期待感#4：面白そう・オシャレ・雰囲気の良い人が

いる場所だと感じる

主観（調査者*2が滞在・通行して感じられること）

ハンモックや横になれる長椅子に寝そ
べり、緑の中で寛いでいる

安らぎ感#1：ぼーっとしている人がいる
安らぎ感#3：横になって過ごしている人がいる
安らぎ感#5：花壇や緑などのそばでたたずむ人、

眺める人がいる

安らぎ感#1：ぼーっとできる場所だと感じる
安らぎ感#3：横になってくつろぎたい場所だと感じる
安らぎ感#5：緑などに囲まれて自然を感じられる場

所だと感じる

活動（調査時に見られる滞在者・通行者の活動）

▼計測イメージ *2 滞在者・通行者がどのように感じるか、調査者（2～3人）の主観で代替
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居心地の良さ確認

沿道建物・土地状況
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赤ちゃんを連れている人がいる
子どもを遊ばせている
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・・・・

安心して赤ちゃんを連れてこられる場所だと感じる

安心して子どもを遊ばせられる場所だと感じる

・・・・

主観例えば、安心感であれば安心感を感じる場合に
見られる活動を抽出し、項目として設定。

活動項目に対応する主観項目を設定し、活動だ
けでは把握しづらいことを主観により補足。

居心地の良さは、４要素に分けて、活動・主観項目により測定

まちなかの居心地の良さを測る指標（改訂版ver.1.0）の概要

まちづくり活動のプロセスに応じた活用イメージ

計画策定 社会実験 施設整備 ビジョンの実現運用

対象地のエリア特性を踏まえ、
ビジョン・アクションを計画に反映

社会
実験

計画を踏まえ、机・椅子等を
配置し、使われ方を検証

常設

試行の成果を踏まえ、机・椅子
等を常設・整備

取組の質を高めるための再検討
や改善

・・・

・・・ 多様な活動が見られる「居心地が
良く歩きたくなる」まちなかの形成

計画策定前段階において、
エリアの特性や使われ方を
把握

社会実験等、試行結果の
検証 施設の整備効果の検証

施設整備後の人々の活動の変
化を定期的に把握
イベント等ソフト施策の効果検証

・・・ 施設整備やエリアマネジメントに
よる計画の達成状況を確認

まちづくり
プロセス

まちづくり
の実務
アクション

指標の
活用
イメージ

調査項目の構成

ステークホルダーに結果を伝えコミュニケーションをとる
（資金提供者、地域住民）

まちづくりの各段階において、本指標によりまちなかの状態を定期的・定点的に把握することで、試行・検証・改善の一助となることを想定しています。本指標は、異なる都市間の比較のためで
はなく、特定のエリアで継続的に行う取組を向上させるためのツールです。

アウトプットのイメージ
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ぼーっとしている人がいる

横になって過ごしている人がいる

座って休憩したり、くつろいでいる人がいる

座って読書をしたり、スマートフォン・タブレットを捜
査している人がいる

花壇や緑などのそばでたたずむ人、眺める人がい
る

日光を楽しむ、日陰で過ごす人がいる

景色を眺める人がいる

散歩をしている人がいる

複数人で長時間滞在している人がいる（長時
間：30分程度）
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ぼーっとできる場所だと感じる

横になってくつろぎたい場所だと感じる

座って休憩したり、くつろぎたい場所だと感じる

ゆったり読書をしたい場所だと感じる

緑などに囲まれて自然を感じられる場所だと感じ
る

陽だまり、または日陰で過ごせる場所が十分ある
と感じる

眺めたい景色があると感じる

ぶらぶらと歩きたい場所だと感じる

誰かと長居したい場所だと感じる

調査日時：
水曜日 祝日
12:00 ~ 15:00

天候： （開始時） 18℃ ~ （終了時） 19℃ 
気温： （開始時） 0 ℃ ~ （終了時） 300 ℃
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　※滞在者：3分以上、対象地にとどまっていると思われる 人
　※通行者：滞在者以外の人
　※ 交流者：二人以上で滞在していた人
　※ 割合値・ 平均値を 用いている 場合は、小数点以下を四捨五入により表示されます。
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まちなかの居心地の良さを測る指標（案） 調査結果詳細 ① まちなかの居心地の良さを測る指標（案） 調査結果詳細 ②

通行者数： 24 人

滞在者の確認 通行者の確認

A.　滞在者の量・多様性 B.　通行者の量・多様性

滞在者数： 67 人 交流者数： 45 人
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活動 主観

個別項目を横棒
グラフで表示するこ
とで、詳細な対象
地の状況を把握

概要結果をレーダー
チャートで表示する
ことで、活動・主観
項目の総合スコア
を一目で把握

活動のスコア
主観のスコア

※空間の状態・関連する項目は、参考情報として記録します。


